
事業評価調書〔新規要求公共事業〕

令 和 元 年 11 月 27 日
部 室

8 元気で豊かな農林水産業を育てる 班 （内線）
(4) 地域の活力と魅力にあふれる農山村づくり

② 農山村地域の暮らしを支える環境整備①

１．事業の概要 ３．令和元年度新規要求箇所
＜事業の主な実施内容＞ no.

1
2
3
4
5
6

＜国の主な採択基準＞ 7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

＜県費の継ぎ足し＞ 17
（内地） 有 無 18
（離島） 19

20
21

２．新規要求における事業評価の視点 22
23
24
25
26
27
28
29
30

＜様式１＞

評価対象事業名 　災害関連緊急治山事業
作成年月日

事業所管
農林 森林整備

長崎県総合計画上
の位置づけ

戦略 治山 5415
施策

課（室）長名 永田　明広
事業群

事業概要

事業箇所名 市町村名

集中豪雨等により被災した荒廃山地における治山ダム、法枠工等の治山施設
の整備。

迎（むかえ） 平戸市
野子（のこ） 平戸市

＜負担区分＞ 国 県 地元
（％） 2/3 1/3

2/3 1/3

事業評価
の視点

・地域の要望が高く、災害の早期復旧・未然防止が図られること。
・投資効果が見込まれること。
・計画内容、施設規模が経済的な計画となっていること。
・関係機関との協議・調整が整っていること。

①鉄道、高速自動車国道、一般国道、都道府県道、
　　市町村道のうち指定市道及び迂回路のないもの(激甚法の規定により指定
された災害に限り、迂回路のあるものを含む。)、林道及び重要な公共施設に
被害を与えると認められるもの
②官公署、学校、病院等の公共建物に被害を与えると認められるもの
③農地、農道、ため池又は用排水施設 のいずれかに直接被害を与えると認め
られるもの
④人家10戸以上に被害を与えると認められるもの
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令和元年度新規要求箇所評価調書（災害関連緊急治山事業） ＜様式２＞ 

県債 一般財源

谷止工　１基、流路工　L=130.0m 121,050 80,700 36,310 4,040 0

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝2/3：1/3：0

谷止工　１基、流路工　L=44.0m 101,400 67,600 30,420 3,380 0

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝2/3：1/3：0

222,450 148,300 66,730 7,420 0

222,450 148,300 66,730 7,420 0

（ふりがな）
事業箇所名

市町村名
事業
主体

事業
完了
予定
年度

事業概要

(上段：全体、下段：Ｒ元）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：Ｒ元）

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

地域の要望等
総合
評価

事業費 国費
県費

市町村費等

迎
ムカエ

平戸市 県 R元

　当該地区では今年8月27日の集中豪雨によ
り渓流からの土砂流出が発生し、下流の人家
及び県道が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、渓流内に
は不安定な土砂が堆積し、そのまま放置すれ
ば下流の人家等へ甚大な被害を与える恐れ
が高いため、早急に対策工事を実施する必要
がある。

　平戸市及び地元は早期の事業実施
を強く要望しており、今年度中に対策
工事を実施するよう要望があってい
る。

A

谷止工　１基、流路工　L=130.0m 121,050 80,700 36,310 4,040 0

野
ノ

子
コ

平戸市 県 R元

　当該地区では今年7月20日の台風接近に伴
う集中豪雨により渓流からの土砂流出が発生
し、下流の市道及び田畑が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、渓流内に
は不安定な土砂が堆積し、そのまま放置すれ
ば下流の人家等へ甚大な被害を与える恐れ
が高いため、早急に対策工事を実施する必要
がある。

　平戸市及び地元は早期の事業実施
を強く要望しており、今年度中に対策
工事を実施するよう要望があってい
る。

A

谷止工　１基、流路工　L=44.0m 101,400 67,600 30,420 3,380 0

合計
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事業評価調書〔新規要求公共事業〕

令 和 元 年 11 月 27 日
部 室

8 元気で豊かな農林水産業を育てる 班 （内線）
(4) 地域の活力と魅力にあふれる農山村づくり

② 農山村地域の暮らしを支える環境整備①

１．事業の概要 ３．令和元年度新規要求箇所
＜事業の主な実施内容＞ no.

1
2
3
4
5
6

＜国の主な採択基準＞ 7
8
9
10
11
12
13
14
15
16

＜県費の継ぎ足し＞ 17
（内地） 有 無 18
（離島） 19

20
21

２．新規要求における事業評価の視点 22
23
24
25
26
27
28
29
30

1/2 1/4 1/4

①激甚災害（激甚法の規定により指定されること。)により林地崩壊が発生し又
は拡大したもの
②人家２戸以上又は公共施設に直接被害を与えるおそれがあるもの
③１箇所の事業費が200万円以上であること

事業評価
の視点

・地域の要望が高く、災害の早期復旧・未然防止が図られること。
・投資効果が見込まれること。
・計画内容、施設規模が経済的な計画となっていること。
・関係機関との協議・調整が整っていること。

（％） 1/2 1/4 1/4
＜負担区分＞ 国 県 地元

辻ノ上（つじのうえ） 新上五島町

五島市
田尾（たお） 五島市
下歌ヶ浦（しもうたがうら） 佐世保市
出水（でみず） 平戸市

5415
施策

課（室）長名 永田　明広
事業群

事業概要

事業箇所名 市町村名

集中豪雨等により被災した荒廃山地における治山ダム、法枠工等の治山施設
の整備。

楠原（くすはら）

＜様式１＞

評価対象事業名 　林地崩壊防止事業
作成年月日

事業所管
農林 森林整備

長崎県総合計画上
の位置づけ

戦略 治山
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令和元年度新規要求箇所評価調書（林地崩壊防止事業） ＜様式２＞ 

県債 一般財源

土留工　L=18.0m、水路工　L=18.0m 7,942 3,971 1,780 206 1,985

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：25％：25％

法枠工　A=300m2 20,000 10,000 4,500 500 5,000

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：25％：25％

法枠工　A=551.0m2、吹付工　A=460.0m2
水路工　L=40.0m

100,000 50,000 22,500 2,500 25,000

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：25％：25％

土留工　L=20.0m 15,000 7,500 3,370 380 3,750

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：25％：25％

土留工　L=15.0m 5,000 2,500 1,120 130 1,250

費用便益比 B/C=　-　＞1.00 負担割合 国：県：地元＝50％：25％：25％

147,942 73,971 33,270 3,716 36,985

147,942 73,971 33,270 3,716 36,985

平戸市 市 R元

　当該地区では今年8月27日の集中豪雨により人家
裏の山腹斜面が崩壊し、下方の人家が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、山腹斜面は不安
定な状態であり、そのまま放置すれば下方の人家へ
の被害が拡大する恐れが高いため、早急に対策工事
を実施する必要がある。

　平戸市及び地元は早期の事業実施を強く要望
しており、年内に平戸市長から計画概要書の提
出がある予定である。

A

土留工　L=20.0m 15,000 7,500 3,370 380 3,750

地域の要望等

　五島市及び地元は早期の事業実施を強く要望
しており、9月26日付けで五島市長から計画概要
書の提出があっている。

　五島市及び地元は早期の事業実施を強く要望
しており、年内に五島市長から計画概要書の提
出がある予定である。

　佐世保市及び地元は早期の事業実施を強く要
望しており、10月17日付けで佐世保市長から計
画概要書の提出があっている。

500 5,000

　当該地区では今年8月27日の集中豪雨により人家
裏の山腹斜面が崩壊し、下方の人家が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、山腹斜面は不安
定な状態であり、そのまま放置すれば下方の人家へ
の被害が拡大する恐れが高いため、早急に対策工事
を実施する必要がある。

事業費 国費
県費

市町村費等

合計

7,942

20,000

100,000

5,000

R元

田尾
たお

五島市 市 R元

事
業
主
体

事業
完了
予定
年度

楠原
くすはら

五島市

市町村
名

市

（ふりがな）
事業箇所名

市 R元下歌ヶ浦
しもうたがうら 佐世保

市

1,985土留工　L=18.0m、水路工　L=18.0m 3,971 1,780

10,000 4,500

法枠工　A=551.0m2、吹付工　A=460.0m2
水路工　L=40.0m

130 1,250土留工　L=15.0m 2,500 1,120

2,500 25,00022,500

　当該地区では今年9月4日の集中豪雨により人家裏
の山腹斜面が崩壊し、下方の人家が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、山腹斜面は不安
定な状態であり、そのまま放置すれば下方の人家へ
の被害が拡大する恐れが高いため、早急に対策工事
を実施する必要がある。

　新上五島町及び地元は早期の事業実施を強く
要望しており、年内に新上五島町長から計画概
要書の提出がある予定である。

A

A

辻ノ上
つじのうえ 新上五

島町
町 R元

50,000

出水
でみず

法枠工　A=300m2

総
合
評
価

A

A

　当該地区では今年7月26日の集中豪雨により人家
裏の山腹斜面が崩壊し、下方の人家が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、山腹斜面は不安
定な状態であり、そのまま放置すれば下方の人家へ
の被害が拡大する恐れが高いため、早急に対策工事
を実施する必要がある。

　当該地区では今年9月4日の集中豪雨により人家裏
の山腹斜面が崩壊し、下方の人家が被災した。
　幸いにも人的被害はなかったが、山腹斜面は不安
定な状態であり、そのまま放置すれば下方の人家へ
の被害が拡大する恐れが高いため、早急に対策工事
を実施する必要がある。

新規要望理由
（必要性、目的、効果、優先性、緊急性等）

事業概要

(上段：全体、下段：Ｒ元）

事業費（単位：千円）
（上段：全体、下段：Ｒ元）

206
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